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青
森
・津
軽
氏
城
跡

・
弘
前

城

跡

所
在
地
　
　
　
一　
青
森
県
弘
前
市
大
字
下
白
銀
町

一
一　
青
森
県
弘
前
市
大
字
西
茂
森
二
丁
目

調
査
期
間
　
　
一　

一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）
六
月
―

一
二
月

一
一　
二
〇
〇
二
年
九
月
１

一
〇
月

発
掘
機
関
　
　
弘
前
市
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
一　
岡
本
康
嗣
、
二
　
岩
井
浩
介

遺
跡
の
種
類
　
一　
城
館
跡
、
二
　
寺
院
跡

・
集
落
跡

遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
、
平
安
時
代
、
近
世
、
近
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

城
北
の
郭
と
、
長
勝
寺
構
長
勝
寺
の
三
カ
所
か
ら
出
土
し
た
。
弘
前
城
は
、
慶

長

一
五
年

（
三
全

○
）
に
着
工
さ
れ
、
翌
年
に
は
お
お
む
ね
完
成
を
み
た
よ

う
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
本
拠
地
で
あ
る
堀
越
か
ら
家
臣

・
寺
院
な
ど
の
移
転

が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
城
下
に
は
諸
社
寺
が
計
画
的
に
配
置
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
弘
前
城
の
南
西
台
地
上
に
は
津
軽
領
内
よ
り
曹
洞
宗
寺
院
三
三

カ
寺
が
集
め
ら
れ
、
長
勝
寺
を
僧
禄
と
し
て
長
勝
寺
構
が
形
成
さ
れ
た
。

一　
弘
前
城
北
の
郭

弘
前
城
北
の
郭
は
、
本
丸
か
ら
内
堀
を
挟
ん
で
北
側
に
位
置
し
て
い
る
。
北

の
郭
に
は
、
築
城
当
初
か
ら
寛
文

一
一
年

（
正
ハ
七
こ

頃
ま
で
は
初
代
藩
主

為
信
の
正
室
仙
桃
院
の
御
殿
、
寛
文

一
二
年
か
ら
宝
永
元
年

（
一
七
〇
四
）
ま

で
は
四
代
藩
主
信
政
の
生
母
久
祥
院
の
御
殿
や
土
蔵
な
ど
、
宝
永
二
年
か
ら
廃

藩
ま
で
は
宝
蔵
や
粗
蔵
が
存
在
し
て
お
り
、
ま
た
、
郭
南
東
隅
の
上
塁
と
堀
に

囲
ま
れ
た

一
角
に
は
、
太
閤
秀
吉
の
木
造
座
像
を
御
神
体
と
し
て
安
置
し
た
館

神
が
存
在
し
て
い
た
。

今
回
の
調
査
は
、
史
跡
公
園
整
備
の
一
環
と
し
て
、
館
神
部
分
と
郭
北
側
の

約
三
七
〇
〇
ポ
で
実
施
さ
れ
た
。

木
簡
は
、
北
の
郭
北
側
の
調
査
区
の
西
寄
り
に
位
置
す
る
木
材
廃
棄
土
坑
か

ら
出
土
し
た
。
土
抗
は
、
南
端
が
調
査
区
外
に
の
び
る
た
め
本
来
の
形
は
明
ら

か
で
な
い
が
、
現
状
で
は
不
整
形
を
呈
し
、
最
大
径
約
七
ｍ
、
最
も
深
い
北
側

部
分
で
約

一
・
七
ｍ
の
深
さ
を
有
す
る
。
覆
上
の
中
層
か
ら
下
層
に
か
け
て
、

柾
葺
き
屋
根
の
使
用
材
を
は
じ
め
と
す
る
加
工
材
が
多
量
に
出
土
し
て
お
り
、

史
跡
津
軽
氏
城
跡
は
弘
前
城

跡

・
堀
越
城
跡

・
種
里
城
跡
よ

り
な
る
国
指
定
史
跡
で
あ
る
。

弘
前
城
跡
は
さ
ら
に
弘
前
城

跡

・
長
勝
寺
構

。
新
寺
構
よ
り

な
る
。
弘
前
城
は
津
軽
平
野
南

西
部
に
あ
り
、
南
よ
り
延
び
る

台
地
の
先
端
に
立
地
す
る
。

木
簡
は
、
弘
前
城
跡
の
弘
前

(弘 前)



2003年 出土の木簡

そ
れ
ら
の
材
に
混
じ
っ
て
、
下
駄
、
箸
、
柄
杓
な
ど
の
木
製
品
や
概
殻
、　
一
九

世
紀
中
葉
ま
で
の
陶
磁
器
が
出
上
し
て
い
る
。
伴
出
遺
物
に
は
、
「御
日
記
」

と
墨
書
の
見
ら
れ
る
火
入
れ
、
墨
書
の
あ
る
か
わ
ら
け
、
「足
軽
日
付
　
詰
所

入
用
」
「糊
」
「天
保
十
己
亥
年
　
一
ノ
灰
吹
　
工
藤
□
助
」
と
刻
書
の
見
ら
れ

る
竹
製
の
灰
吹
な
ど
も
出
土
し
て
い
る
。
木
簡
は
人
点
出
土
し
た
が
、
そ
の
う

ち
の
二
点
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

一
一　
長
勝
寺
構

長
勝
寺
は
長
勝
寺
構
の
形
成
と
と
も
に
、
そ
の
西
端
に
東
面
し
て
建
立
さ
れ

て
い
る
。
伽
藍
配
置
は
、
東
面
す
る
本
堂
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
正
面
に
三
門
、

本
堂
に
向
か
っ
て
右

（北
）
側
に
庫
裏
、
左

（南
）
側
に
禅
堂

（現
蒼
龍
窟
）
を

配
し
、
そ
れ
ら
を
回
廊
が
つ
な
い
で
い
た
が
、
現
在
は
失
わ
れ
て
い
る
。
調
査

は
位
牌
堂
及
び
住
宅
の
改
築
に
伴
う
も
の
で
、
二
〇
〇

一
年
度
に
は
庫
裏
の
東

側
約

一
七
二

・
五
ポ
、
二
〇
〇
二
年
度
に
は
庫
一暴
の
北
側
約
二
四
四

・
七
ポ
で

実
施
さ
れ
た
。

木
簡
は
二
〇
〇
二
年
度
調
査
区
の
井
戸
Ｓ
Ｋ
二
九
よ
り
出
土
し
た
。
井
戸
の

形
状
は

一
辺
三

・
六
ｍ
の
方
形
を
呈
し
、
深
さ
は
二

・
Ｏ
ｍ
付
近
ま
で
確
認
し

た
が
そ
れ
以
上
あ
る
。
井
戸
側
は
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
四
隅
に
上
屋
の
柱

跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
覆
土
下
位
か
ら
、
土
壁
材
や
加
工
材
と
と
も
に
、

箸

・
蓋

。
下
駄
な
ど
の
木
製
品
、
高
台
見
込
み
に

「叶
」
と
朱
書
き
の
見
ら
れ

る
漆
器
椀
二
点
、　
一
人
世
紀
後
半
の
肥
前
陶
磁
器
な
ど
が
出
上
し
た
。
木
簡
は

二
点
出
土
し
た
が
、
そ
の
う
ち
の
一
点
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

一　
弘
前
城
北
の
郭

ω
　
　
「ｏ僻
嘘
醐
剤
厳
紳
舵
鋼
御
次
」　　　　　　　岸∞ω×∞Φ×Φ　ｏ⇔Ｐ

②
　
　
　
「団

剛

福
寿
院
合
掌

掌
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］ｏ『
×
ｏヽ
×
∞∽　
ｏＰＰ

〔院
寿
力
〕

ω
に
あ
る

「浪
之
間
御
次
梅
之
間
御
次
」
は
、
幕
末
頃
の
も
の
と
さ
れ
る

「本
九
建
物
之
図
」
（弘
前
市
立
図
書
館
蔵
）
に
お
け
る

「浪
ノ
間

。
次
ノ
間
」

「梅
ノ
間

。
次
ノ
間
」
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
資
料
は
本
丸
御
殿
内
の

窓
の
鍵
札
と
考
え
ら
れ
る
。
②
は
粗
く
調
整
さ
れ
た
直
方
体
を
呈
す
る
加
工
材

に
、
粗
放
な
筆
致
で
墨
書
さ
れ
て
い
る
。



(1)二

長
勝
寺
構

。
「　
御
□
回

□
□

長
□
　
　
」

□

〔軍咽
鞠
母
里

単
導
回

〔
イ
挙
〕

劾
書）
　
降
♂

『八
』
　
＋
理
封
撃

普
三
翠
黎

叢
解
型

弩

撃

巳
目
）

黎
Ｗ
尉

翠
撃

〒
菩
□

黎

一珊

影
躍
□
」

冨コ亥」(く細)

『日』 圃型盗色理響

］
０
い
Ｘ

ド
伽
０
×

ド
０
　

０
０
Ｐ

①
は
表
面
端
部
に
丁
寧
な
面
取
り
の
見
ら
れ
る
蓋
で
あ
る
。
表
面
に
あ
る
の

は
上
書
き
で
あ
ろ
う
か
。
裏
面
墨
書
の
前
半
部
分
は
、
大
乗
経
典

『大
般
涅
槃

経
』
に
説
く
諸
行
無
常
掲

（雪
山
掲
）
と
よ
ば
れ
る
一
文
と
思
わ
れ
る
。
所
々

に
見
ら
れ
る
繰
り
返
し
は
習
書
に
よ
る
も
の
か
。
裏
面
の
大
部
分
は
墨
で
塗
り

つ
ぶ
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
裏
面
に
は
、
六
カ
所
の
釘
跡
と
、
コ
正

「八
」

「六
」
の
刻
書
も
み
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

弘
前
市
教
育
委
員
会

『史
跡
津
軽
氏
城
跡

（弘
前
城
跡
）
弘
前
城
北
の
郭
発

掘
調
査
概
報
Ⅲ
』
０
一〇
〇
二
年
）

同

『史
跡
津
軽
氏
城
跡

（弘
前
城
跡
）
弘
前
城
北
の
郭
発
掘
調
査
報
告
書
』

（二
〇
〇
三
年
）

同

『史
跡
津
軽
氏
城
跡

（堅
剛
城
跡
）
長
勝
寺
構
長
勝
寺
発
掘
調
査
報
告
書
』

（二
〇
〇
三
年
）

（岩
井
浩
介
）
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